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審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 津市人権施策審議会 

２ 開催日時 
平成２９年２月２４日（金曜日） 

午前１０時００分から午後１１時３０分まで 

３ 開催場所 議会棟３階 第２委員会室 

４ 出席した者の氏名 

（津市人権施策審議会委員） 

岡本祐次、青木弘志、青木幸枝、金子誠子、加納良子、川口節子、

佐藤ゆかり、新開美雪、炭谷拓治、武田宜久、谷口美子、辻岡利宏、

原田朋記、堀川清 

（事務局） 

人権担当理事 南 勇二 

人権課長 大川祐喜 

人権課調整・人権啓発担当主幹 木下 修 

人権課主査 長谷川隆一 

５ 内容 

１ 正副議長選出 

２ 津市人権施策審議会の概要 

３ 評価検討委員の選出 

４ 平成２７年度津市人権施策推進計画事務事業進捗状況評価書に

ついて 

５ 平成２９年度津市人権施策推進計画（案）について 

６ その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

市民部人権課人権啓発担当 

電話番号 ０５９－２２９－３１６５ 

Ｅ-mail  229-3165@city.tsu.lg.jp 

 

・議事の内容   下記のとおり 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

人権担当理事 

 

 お待たせいたしました。定刻になりましたので、ただ今から平成２９年第１

回津市人権施策審議会を開催させていただきます。 

本日は、たいへんお忙しい中、ご参集いただきまして誠にありがとうござい

ます。 

議事に入るまでの、進行役を務めさせていただきます。人権課の木下です。

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

最初に、南人権担当理事から委嘱状を交付させていただきます。 

本来であれば１月１０日に委嘱状をお渡しすべきところ、御審議いただく議

事の都合上、本日になりましたことをお詫び申し上げます。 

≪委嘱状交付≫ 

それでは、会議を進めていきたいと思います。 

なお、本審議会につきましては、津市情報公開条例第２２条及び第２３条の

規定に基づき、公開審議としたいと存じますので、ご了解いただきますようお

願いいたします。 

また、議事録作成等のため、審議内容につきまして録音させていただきます

ので併せてよろしくお願いします。 

それでは、開会にあたりまして南人権担当理事がご挨拶を申し上げます。 

 

おはようございます。人権担当理事の南でございます。皆様方には、御多用

のところ、本審議会に御出席いただき、誠にありがとうございます。 
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事務局 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本審議会は、人権が尊重される津市をつくる条例第７条の規定に基づき設置

され、本市が行う人権施策に関する基本的事項等を調査審議いただきます。 

本日は、ただいま委嘱書を交付させていただきましたが、新しい委員の皆様、

また再任の委員の皆様、２年間の任期ですが、積極的なご意見・ご提言を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。 

さて、本日の審議会は、役員の選出をはじめ、昨年末の審議会でご協議をい

ただきました平成２７年度津市人権施策推進計画事務事業進捗状況評価書に

ついての報告、平成２９年度津市人権施策推進計画案の提案など、多岐にわた

っております。この後、事項書に基づきまして、それぞれの立場から忌憚のな

い御意見をいただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

 当審議会の事務局をさせていただく人権課職員の自己紹介をさせていただ

きます。 

≪事務局紹介≫ 

 続きまして、委員のみなさんには初めてお目にかかる方もいらっしゃると思

います。 

お名前をお呼びさせていただきますので、自己紹介をお願いします。 

≪委員 自己紹介≫ 

 ありがとうございました。これから２年間、よろしくお願いいたします。 

それでは、議事のほうを進めてまいりたいと思います。審議に入ります前に、

お手元の資料の確認をお願いいたします。本日の事項書と８つの資料を配付さ

せていただきました。 

まず、資料１、津市人権施策審議会委員名簿でございます。 

続きまして、資料２、津市人権施策審議会の概要・評価の流れでございます。

続きまして、資料３です。平成２８年度の評価検討委員班編成表と、次のペー

ジが平成２９年度の班編成表でございます。それから資料４は、平成２７年度、

２０１５年度津市人権施策推進計画事務事業進捗状況評価書でございます。資

料５は、平成２９年度の津市人権施策推進計画案でございます。資料６、平成

１９年実施の人権問題に関する市民意識調査の調査票でございます。資料７で

す。平成２８年実施の第５回市政アンケートの人権に関する設問の抜粋とその

調査結果でございます。資料８です。平成２９年で実施予定しております人権

問題に関する市民意識調査の調査票案でございます。 

あと参考資料でございますけれども、昨年施行されました３法、正式名は省

略いたしますけれども、ヘイトスピーチ解消法と障害者差別解消法、部落差別

解消法の資料をお付けありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

足りない資料はございませんでしょうか。 

それでは、本日の案件に移りたいと思います。 

本審議会は、１９名中１４名の出席でございますことから、委員の半数以上

の出席をいただいておりますので、人権が尊重される津市をつくる条例第１１

条第２項の規定により成立しておりますこと御報告いたします。なお、本日の

傍聴人はございません。 

 続きまして、議題に入りますけれども、まず、本日の議題１の正副会長の選

出をお願いしたいと思います。 

同条例第１０条第１項の規定によりまして、会長及び副会長は、委員の互選

によると定められています。 

自薦、他薦を問いません。どなたかございませんでしょうか。 

 お声がないようでございますので、それでは事務局案を申し上げたいと思い

ます。 
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岡本会長 
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岡本会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長には、岡本委員に続投をお願いしたいと思います。 

また、副会長には、本日欠席ではございますが、三重短期大学教授の楠本委

員にお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

≪拍手多数≫ 

なお、楠本委員には、先日、お会いし、内諾を得ております。 

再度、御賛同いただける方は、拍手をお願いします。 

≪拍手多数≫ 

 ありがとうございます。それでは、岡本委員、よろしくお願いいたします。 

前の会長席のほうに御移動をお願いします。 

 それでは、岡本会長、就任の御挨拶をお願いいたします。 

 

 会長ということで大役なのでうまく務まるか心配なのですが、副会長には楠

本委員が就くということでありますので、手伝ってもらいながら皆さんの協力

を得て、何とか２年間でありますが、務めさせていただきたいと思います。一

つよろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

 それでは、人権が尊重される津市をつくる条例第１１条第 1 項の規定により

まして会長が議長となるとありますので、議事の進行を会長にお願いいたしま

す。よろしくお願いいたします。 

  

 今、お話がありましたように議長を務めることになっているようでございま

すので、これから議事の進行をさせていただきたいと思います。どうぞよろし

くお願いいたします。 

事項書を見てもらいますと、たくさんの議題がございまして、大変だと思い

ますけれども、今日は新しい年度に向けてどのように進めていくかということ

が中心になります。これまでのことを踏まえながら、再任された方がほとんど

でございますので、また、新任の方も熱心な方が入っていただいていますので、

うまく運んでいくと思いますが、よろしく協力をしていただきたいと思いま

す。 

それでは、議題を見ていただきますと、正副会長選出は終わりました。２番

目の、津市人権施策審議会の概要の説明ということになります。 

ここのところを事務局に説明をしていただきたいと思います。 

 

それでは、津市人権施策審議会の概要を御説明申し上げます。 

資料２の津市人権施策審議会の概要・評価の流れをご覧ください。 

津市では合併後、一人ひとりの人権が尊重される明るく住みよい社会の実現

を願って、平成１８年、２００６年９月に人権が尊重される津市をつくる条例

を制定し、第７条で本審議会の設置が規定されています。 

平成１９年、２００７年には、人権都市を宣言し、先ほど申し上げました条

例に基づき、平成２０年、２００８年７月に津市人権施策基本方針を策定しま

した。この基本方針の取組をさらに具体化し、その実現を図るため、庁内の各

部署が行っている人権に関する事務事業を洗い出し、系統立てたものが、人権

施策推進計画で、市全体が人権施策に主体性を持って取り組む各課の指標とな

るものでございます。来年度の計画案ですが、資料５が推進計画でございます。 

条例で、本審議会の所掌事務が、人権施策に関する基本的事項等の調査審議

と規定されていますことから、皆様には、津市人権施策推進計画の第１章の

（３）に示されているように、本推進計画に挙げられております各事務事業に

ついて、進捗状況を評価していただき、資料４のように評価書にまとめていた
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岡本会長 

 

 

 

だくことになります。平成２９年度におきましては、事業年度が終了した平成

２８年度の事業評価をしていただきます。 

それでは、次に、２の津市人権施策推進計画の評価の流れです。 

引き続き、お手元の資料２の２を御覧ください。 

まず、評価検討委員の選出です。会長・副会長を除いた委員の皆様の中から、

６名の評価検討委員を選出していただき、２名ずつ３班に編成させていただき

ます。そして、津市人権施策基本方針の５つの基本施策、７つの分野別施策、

合計１２施策を３班に分け、１班につき、４施策の評価検討をいただきます。 

その評価検討をいただくため、まず、２８年度に実施した事業概要や取組状

況、課題・問題点、今後の事業予定といった評価項目を記載した人権施策推進

計画事務事業進捗状況報告書を関係各課から提出するよう３月下旬に依頼し

ます。その後、関係各課より提出された、この報告書を事務局が取りまとめた

うえで、委員の皆様全員に、この報告書と、実施した事業に対する質問及び提

言書を５月上旬に送付し、５月下旬までに質問及び提言書を人権課に提出して

いただきます。そして、皆様からいただいた質問及び提言書を取りまとめたも

のを関係各課に送付し、回答を得たのち、再度、報告書にまとめ、６月下旬に

は委員の皆様全員に送付させていただきます。 

評価検討委員の皆様には、３班に分かれ、この報告書を基に、各事業に評価

点やコメントを付けていただき、７月から８月にかけて各事業に対する評価を

まとめていただきます。そして、各事業の評価点やコメントを付けた人権施策

推進計画事務事業進捗状況評価表を作成したのち、正副会長の御意見も伺いな

がら、施策分類ごとの取組の評価と今後の取組についての提言などを記した評

価書案をまとめていただきます。 

その後、１１月頃の開催となる予定ですが、本審議会を開催し、評価書につ

いて御審議いただき、御意見がある場合は、再度、評価検討委員の皆様や正副

会長、質問いただいた委員と調整し、人権施策推進計画事務事業進捗状況評価

書を決定していただき、本市へ提出していただくという運びになります。また、

いただいた評価書につきましては、津市ホームページで公表いたします。 

 長々と説明いたしましたが、簡単に申しますと、関係各課から報告のあった、

平成２８年度の人権施策に対する進捗状況を記載した報告書に対し、委員の皆

様から御意見・御提言をいただいたのち、評価検討委員を中心に、評価・コメ

ントを記載した評価表を作成し、それを基に評価書にまとめ、本審議会で決定

されたのち、市に対して御提出いただくということになります。 

審議会からいただきました評価書と各事務事業に対する評価・コメントが記

載された評価表につきましては、関係各課へ通知します。 

関係各課は、この評価を基に、出来れば次年度、予算を伴う事業はその次の

年度になるかもしれませんが、事業に生かせるよう取組を進めてまいります。 

以上が、津市人権施策審議会の概要と人権施策に対する評価の流れとなりま

す。皆様、よろしくお願いいたします。 

なお、評価項目の内容、評価点の基準、総合評価及び施策の進展度評価につ

きましては、３ページに記載しています。また、評価書のとりまとめ及び新年

度計画の策定までのスケジュールは４ページに、評価のフロー図を５ページに

記載していますので御覧いただきたいと思います。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

 

 ありがとうございました。審議会の概要を聞いていただいてわかりますよう

に、それぞれのところで仕事をしていただいて報告をいただいて、そして、そ

れを評価していくという流れになると思います。５ページにわたる資料につい

て説明がなされたわけですが、何か御質問等があればお出しいただきたいと思
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佐藤委員 

 

 

 

 

 

 

岡本会長 

 

人権課長 

 

 

 

 

います。 

 

 人権施策に対しての評価を行うということは納得いくんですが、日々、それ

ぞれ皆さん活動をされて、私たちも活動をする中で、このような施策が必要だ

なと感じたときに施策を見せていただいても、その中にそのような項目が存在

しないということもありますよね。そうなったときに、その意見はどう出せば

いいんだろうと悩んだ記憶があるんですが、たとえば就学援助の入学準備金と

いうものは入学したあとでしか支払われませんので、そこで用意できない家庭

というのは非常に困ってしまう実情がありますよね。準備金なので、準備する

時期に支給してほしいといことで、実際そういう流れは出来ていますけれど

も、そういったことを書きたいと思ったときに、人権施策の中に就学援助とい

う項目があれば、そこに入学準備金のことを記載することは出来るんですけれ

ども、その項目がなくて、でもそれはどうしても届けたい声ですし、これは施

策としてやっていただきたいことと考えました。何かにくっ付けて書いたり、

新たな項目を起こしたりしてはどうでしょうという意見を書かせていただい

たりしたんですけれども、そういったことについて、人権課のほうとしまして

は、どのように考えていらっしゃるかということをお聞きしたいです。 

 

 今の御質問に対して事務局どうぞお答えください。 

 

 ５番目の議題のほうで平成２９年度津市人権施策推進計画案を出させてい

ただいております。このあと御審議いただき、お話を伺うことになるわけです

が、今回、御提示させていただきますので、こういう部分については記載され

ていないがどういう考えなのかといった御意見をいただきましたら、その御意

見を担当課にその旨を伝え、新たな項目を設けるのか、または、今ある項目に

包括させるのか、されているのかということになりますので、関係課の考え方

があると思います。ですので、それにつきましては、御意見をいただきました

ら、御回答をさせていただいて、今計画案になっていますので、入れていくも

のは入れていくという整理をしていきたいと思います。後ほどお話をさせてい

ただきますのでよろしくお願いいたします。 

 

 よろしかったですか。項目がないといった場合は、お教えいただいて、組み

込めるように努力いただくということだと思います。 

 ほかにいかがですか。 はいどうぞ、佐藤委員。 

 

 ４ページのスケジュールなんですが、ざっと見て、今年度の実績よりも１か

月ぐらい早くなっている感じがするんですが、きっちりと来年度はこれでやっ

ていただけるのかどうかということと、特に報告書をいただいてから質問とか 

提言をまとめて提出するまでの締め切りまでの間が１週間ぐらいしかないん

ですね。皆さん本当にほかに仕事をお持ちでやってみえるので、せめて２週間

は取っていただきたいというのをお願いしたいと思います。以上です。 

 

 それでは課の関係ですのでお答えいただきましょう。 

 

 このスケジュールにつきましては、出来る限り早い目にと言いますか、私ど

もの意気込みも含めて書かせていただいたところもありますので、出来る限り

このスケジュールに沿った形でやっていきたいと思います。皆さんの御意見を

伺い御回答をする中ずれていくこともあるかと思いますので、その時はご容赦

をいただいきたいんですが、早い目に報告書を皆様にお渡しして、お考えいた
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岡本会長 

 

 

 

 

 

 

だく期間をしっかり取りながらスケジュールどおりできるよう進めていきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 事業をお願いして報告を受けて整理して皆さんに評価・提言をお願いすると

いうことになってきますので、出来るだけ委員の方々が読んでお考えいただく

期間が長くなればいいと私も考えております。そのように運びたいということ

であります。ほかにいかがでございますか。川口委員どうぞ。 

 

 この会にかかわらせていただいていつも思うんですけれども、課から出てく

る報告が毎年同じ文章、コピーしたように同じ文章の場合がございます。今年

このようなことがないように、多分計画は３年とか５年だと思うんです。同じ

ことをしていても１年すれば成果があるわけですから、そこは是非書いていた

だいて評価をさせていただきたいと思います。同じ文章だとどう評価していい

のかわかりませんので、よろしくお願いいたします。 

 

 今の御意見を受けてよろしくお願いしたいと思います。 

 

 わかりましたので、その旨関係課に伝えます。 

 

 ほかにいかがでございますか。はいどうぞ、金子委員。 

 

 前回も申し上げたのですが、評価委員６名というのはどこかに記載があるの

でしょうか。前もお願いしたと思いますが、評価委員を増やして施策が１２に

分かれていて、それぞれ障がい者、外国人、女性とか、いろいろ分かれていま

す。それぞれの代表、専門の方がいらっしゃるので、その人たち入って検討し

たらと思います。もう少し評価検討委員の人数枠を設けて１班の４つのことを

検討するのではなくて、もう少し分けて検討したらどうかと思います。前回は

却下ということだったのですが、今回は皆さんの御意見をお聞きしてと思って

います。 

 

 今の御意見ですけれども、回答いただけますか。 

 

 その御意見は２７年のときにお話があったと聞いていますが、前回も６名で

お願いしたいとさせていただいたと思いますが、皆様のほうに報告書という形

で出させていただいて、評価・コメントをいただき、その取りまとめというこ

とで、２名３班でしていただきます。こういうやり方でさせていただいていま

す。今回に関しましても、資料を見ていただいたとおり、今期も同じ方法でお

願いしたいと思っております。 

 たくさんの方に集まっていただくと取りまとめが進むかというとそうでは

なしに、皆様から御意見や御提言をいただきますので、それを集約する中で、

２名３班で評価、検討をしていただきたいと思います。 

 

 そのとおりですね。皆さんの意見を集約するといった形で３班。これは非常

に暑いときに苦労をいただくことになりますが、やっていただいていますとい

うことですね。 

 したがって、評価検討委員にこれからなっていただく方を決めるんですが、

その方々に皆さんの御意見が集まっていくということになりますね。そして、

そこで評価をしていただいて、それから点検という形で整理していただくと、

このようなふうになっていくと思います。金子委員の御意見も伺っておいて出



7 

 

 

 

 

金子委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青木弘志委員 

 

 

 

 

 

岡本会長 

 

人権課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本会長 

 

 

 

来だけ生かせるように努力をしていただきたいとお願いをしておきます。金子

委員どうぞ。 

 

 前回、たくさん人数が集まったら意見を集約できないとお聞きしました。私

が言っているのは、１つの班に３人や４人の委員が集まるのは日程調整が難し

いとのことでしたが、班分けをして、ここの女性の人権とか、障がい者の人権

とか、高齢者とか、分かれているわけですよね。それに対して、ここには専門

の方々が集まっているのでその方が入って取りまとめではなくて、専門的な知

識もほかの人より持ってみえるわけですので、その意見を特に取り入れていた

だけたらもっと中身の濃い評価ができるのかなと思って提案しているんです。

前回を踏襲していくのも大事なんですが、前向きにも検討いただけたらと、折

角、意見を出してみても、前回どおりというのではなく前向きに検討いただけ

ればと思って提案しました。 

 

 以前からそのような御意見をいただいていて、考えておられると思うんです

よね。これはなかなか実行が難しいと思うんです。多くの意見を聞いて、それ

を取りまとめる。当然のことなんですけれども、まずは方向性を出していただ

いて、それについてさらに御意見をいただくという形になっていくと思いま

す。そうでないとなかなかスケジュールに合わせてまとめていくのは、まとま

らないだろうと思います。難しい問題ばかりですので。しかし、委員の方々も

段々と再任をされて、そして慣れてきていただいているので、妥当な方向へ持

って行っていただいていると思われます。今後、一層そういうような御意見を

反映できるような場を考えていくことも必要だと思います。これは事務局にお

任せをしておくことになると思います。ほかいかがでございますか。 

はいどうぞ、青木委員。 

 

 お聞きしたいんですけど、昨年度まで一緒に加わっていただいておりました

韓久さんがお亡くなりになりましたですね。彼とは一緒にヘイトスピーチの解

消に向けて一緒に取り組んできた仲間でもあるんですが、彼が亡くなったあと

については人選はされていないんですけれども、このことについてはどう考え

ていらっしゃいますか。 

 

 これについてお答えいただきましょう。 

 

 実際の話、韓久さんのあとについては誰かいい人がございましたら加わって

いただきたいと思っております。当初、人選して韓久さんにもお願いして、了

解を得て、起案をする段階になってこのような悲しい話になったという経緯が

あります。その中でのことでしたので、韓久さんのお気持ちも考えた中で、す

ぐさま次の方を人選するまでには至らなかったところがあります。今すぐにと

は行きませんが、どなたかいい方がみえましたら後からでも加わっていただく

ことは可能ですので、外国人の人権について深い考えの方がおみえでしたら、

その方に入っていただきたいと思います。 

 ただ今回は委員定数２０名以内という中でのことでございますので、今期は

１９名のスタートとなりましたので、よろしくお願いいたします。 

 

青木委員良かったですか。そういうことで２０名以内ですから、余裕がある

ので、いろいろな意見を出していただいて考えていくということであります。

よろしく頼みます。 
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人権課長 

 

加納委員 

 

 

 

それでは、大分、意見も出していただきましたし、質問もありました。一応、

方向は事務局のほうに御理解いただけたと思います。質疑応答はこのあたりに

して、今の議題について打ち切ってよろしいですか。 

 はい、ありがとうございます。 

 それでは次に移りたいと思います。議題の３でございます。評価検討委員の

選出についてであります。自薦、他薦あるかと思いますが、自薦していただく

と一番いいと思いますけれども、他薦も含めて評価検討委員をどのように決め

ていったらいいかということになります。これまでやっていただいた委員さ

ん。それぞれのところで１名ずつ残っていただけると思うんですけれども、新

たに委員を考えていただくことも考えられますし、一応資料を見ながら考えて

いただきたいと思います。そして、出来るだけうまく組み合わせが出来るよう

にお願いをしたいと思います。いかがでございましょうか。どういたしましょ

うか。他薦をどんどん出してもらうと困ることになりますが、いかがでしょう

か。 

 それでは、何も御発言がないようですので、私のほうから事務局案があれば、

出していただきたいと思います。 

 

それでは、申し訳ございません。僭越ではございますが、指名をさせていた

だきたいと思います。評価検討委員につきましては、評価の継続性の観点から、

出来ましたら、川口委員、そして谷口委員、堀川委員の３名の方には、引き続

きお願いできないかと考えております。資料３をご覧いただきたいとおもいま

すけれども、前期どおり、川口委員には１班に、そして谷口委員には２班に、

そして堀川委員には３班をお願いしたいと考えております。 

 また、あとの３名の方につきましては、新しい委員さんではございますが、

高齢者の代表として老人クラブ連合会の加納委員に、加納委員には１班に、ま

た、多文化共生に精通されていらっしゃいます青木幸枝委員につきましては２

班に、そして人権擁護委員でいらっしゃいます新開委員には３班に、それぞれ

評価検討委員として御就任いただければと考えております。よろしくお願いい

たします。 

 

 事務局案を題していただきました。それぞれの班に前回から取り組んでいい

だいたおります、川口さん、谷口さん、それから堀川を考えたいということで

あります。それぞれの委員さんいかがでしょうか。 

川口委員さんいかがですか。堀川さん、谷口さんもよろしく頼みます。 

それで、このお三人と一緒に検討いただく方について、老人クラブ連合会の加

納委員には川口委員さんのところ、１班にというお話がありました。 

加納委員よろしいでしょうか。 

 

 本当に初めてで、この会で勉強をさせていただくという意味でおりまして、

高齢者につきましては、向井さんが民生委員をずっとやっていただいて、精通

してみえると思いますので、今回、向井さんにお願いしていただいて、また、

私は勉強させていただいてというのはいかがかと思います。 

 

 そこのところよろしくお願いいたします。 

 

 今日は向井さんがお見えになりませんが、向井さんは民生委員をやっていい

ただいて、よく高齢者の方、子どものことにも関わっていただいていまして、

よくわかっていただいていますので、この方が適任だと思います。 
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岡本会長 

 

 

人権課長 

 

 

 

 

岡本会長 

 

 

 

 

 

人権課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本会長 

 

 

 

 

 

 

 川井さんも頑張っていただいていましたので、ここは一つ、加納さんにお願

いしたいと思います。 

 

 そうですか。川井さんと同じようにはいきませんが。 

 

 それではお願いできるということで、よろしく頼みます。それから、２班に

は青木さんに入ってもらうということでございますので、よろしく頼みます。 

 

 韓さんがしてみえたことを考えますと、本当に力不足だと思いますが、力一

杯頑張らせていただきますので、よろしくお願いします。 

 

 どうぞよろしく頼みます。それから、３班には、新開さんをお願いしたいと

いうことでございます。 

 

 失礼します。前回の川本委員が途中で退任されましたので、その後任として

当審議会に入れさせていただきましたので、自分自身の勉強でもあり、また、

津市の人権施策についての勉強もしていきたいと思いますので、御指導のほど

よろしくお願いします。 

 

 それでは、一つよろしく頼みます。それでは、事務局に整理をしていただい

て、復唱をお願いします。 

 

 それでは、班内の施策の割り振りは後ほど考えていただくとして、１班でご

ざいますが、川口委員、加納委員にお願いしたいと思います。２班のほうは、

谷口委員、青木委員。３班は、堀川委員、新開委員に評価検討委員としてお願

いしたいと思います。 

 

 まとめていただきましたので、そのようにしていきたいと思います。 

なかなか大変なことは事実なんですが、それぞれベテランの方が１名ずつつ

いていただいておりますので、一つよろしくお願いします。 

それでは、議題の４でございます。平成２７年度津市人権施策推進計画事務

事業進捗状況評価書について、事務局から説明をお願いします。 

 

失礼します。それでは、平成２７年度津市人権施策推進計画事務事業進捗状

況評価書について御説明申し上げます。 

昨年１２月１２日に行いました審議会において、これにつきましては、資料

４になりますが、評価書案について御審議をいただいたところ、何点か御意見

をいただきました。その後、評価検討委員さん、また、正副会長の御意見も伺

いながら調整し、まとめましたものが、今回、御提示しました評価書でござい

ます。これを市長に提出したいと思いますので、御承認をいただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 

そういうとことで、資料４についてですけれども、承認をいただきたいとい

うことでございます。よろしいでしょうか。大体、目を通していただいている

ところでありますので、御異議がなければ御承認をいただいたということで、

承認ということにしたいと思います。ありがとうございました。 

 それでは、本日の議題の５でございます。平成２９年度津市人権施策推進計

画案について、事務局から説明をいただきたいと思います。 
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原田委員 

 

 

 

 

それでは、平成２９年度津市人権施策推進計画案について御説明申し上げま

す。本計画案につきましては、推進計画の具体的な取組内容である各種の事務

事業を、関係各課において、昨年度の取組状況や課題等を踏まえ、また、昨年

１２月に行いました審議会での御意見も加味して策定いたしました。 

新たに付け加えた事務事業案として、基本施策から（３）相談・支援体制の

充実の中で、１０ページ最下段の子どもの発達に関する相談につきましては、

審議会でのご意見を基に、子どもの発達に関する相談・支援について項目を設

けました。 

分野別施策から、（１）同和問題の中で、１８ページ最下段の部落差別解消

推進法関連事業につきましては、法の施行に伴い、国・県と連携して取組を進

めていくため、項目を設けました。 

また、（４）障がい者の人権の中で、２６ページ最下段の障害者差別解消法

の啓発等につきましては、審議会でのご意見を基に、障害者差別解消法の周知・

啓発だけではなく、不当な差別的取扱いなど本法の施行に係る相談窓口の周知

を既存の事務事業内容に付け加えました。 

最後、３４ページ、（８）その他の人権に関することの中で、人権意識調査

について記載しました。市民の人権意識の現状等を把握するため、来年度、人

権問題に関する市民意識調査を予定していますことから、項目を設けました。 

全体の事務事業数は、基本施策、分野別施策を合わせて、昨年より２事業多

い２３９事業でございます。 

この平成２９年度の計画案について、本日、御審議をお願いしたいところで

はございますが、計画案が出来ましたのが、先週末で、今週に入ってから皆様

にお届けしました。 

また、内容の変更はございませんが、再掲の事務事業を見やすくするなどし

ましたことから、本日、新しい計画案をお渡ししました。 

これらのことから、本日、御意見がある場合はお伺いすることとして、今一

度、御一読いただき、御意見等がございましたら、３月２４日、金曜日までに、

人権課まで御提出いただきたいと思います。 

 

 ありがとうございました。 

 新たに加えられたところが、４か所ほどありました。それぞれ関係するとこ

ろ、子ども支援課ですね、それから部落関係、障がい関係、そして最後、その

他の人権のところの人権意識調査です。先ほど言われたとおり、まとまって間

がないということですので、１か月後までに、御意見をお寄せいただくという

ことです。一応そういう方針を立てておられるということであります。 

 

 もし今、御意見があればお伺いいたします。 

 

 堀川さんいかがですか。 

 

 すぐにはございません。 

 

 ほかいかがでしょうか。原田さんどうぞ。 

 

 今日までに見てこなければいけないと思っていましたのに、また、文書でも

出させていただこうと思うんですけれど、部落差別解消法に関わって、１２月

１６日に成立、施行されたわけですけれども、法律の中に部落差別という文言

が含まれたのが、初めての状況の中で、法の趣旨の周知の前に津市の行政とし

て解消法をどのように活用して人権行政を推進していくのかというところを
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明確な回答をいただけたらと思っています。１８ページのほうに意識調査の実

施の際には協力して行うという文言があるのですが、これは、国や県が実施し

の際にはという意味でしょうか。ということは、津市としては調査を具体的に

行われる予定はないということですか。特に、実態調査のことが条文の中にも

書かれています。たとえば、２０１１年に県内のある市で行われた市内の同和

地区に居住する９００世帯対象の調査で、２５パーセントの人が５年間で被差

別体験があったとか、部落差別に関する発言を見聞きした体験があるという回

答をされています。９００世帯ですので、２００人以上の方が、実際そういっ

た体験をされているということがわかってきています。この一か月の中にも自

分自身が聞いたこととして、職場であそこを通るときは気を付けたほうがいい

という発言があったとか、交際中に彼からドライブをしているときに、あそこ

の地域はと言われたという具体的な話を聞いた状況の中で、津市の中で実際そ

ういうことが起こっているじゃないですか。どういった場面、場所で差別を受

けているかということをまず把握しなければ部落問題は根本的な解決につな

がらないと思います。ですので、実態調査をまずやっていくというところで、

一つ回答をいただけたらと思います。 

 

 はい、事務局、答えられるところお願いします。 

 

 資料として、今日、法律をお渡しさせていただきました。その中で、実態調

査という言葉は出て来ています。今回、国のほうが実施して、地方自治体が協

力するという文面になっていまして、国がどのような実態調査をするのか明確

に示されていません。また、実態調査につきましても、差別をする者の実態な

のか、される者の実態なのか。部落差別はあると記載されていますので、それ

はあるとしています。それに対してどのような調査をしていくのか、これから

提示されてくると思います。ただ、私どもとしましては、部落問題をはじめと

してさまざまな人権課題について調査したい。１９年に調査を実施してから、

１０年が経ちますけれどもそれ以降しておりませんので、人権意識調査という

広く市民を対象としたものでございますが、まず、それから進めていきます。

その中で、部落問題、同和問題といった問題も含め、さまざまな差別の解消の

取組を進めていきたいと思います。 

 

 実態調査になると思いますが、今の説明では一応調査はするということで

す。 

 

 それに関わって二点だけお願いしたいんですけれども、やはり加差別の現実

と被差別の現実とどちらもいると思うんですよ。ですので、意識調査というと

どうしても差別側の意識を明らかにするものと思っていますので、被差別の現

実をつかむ調査を是非お願いしたいというのと、その意識調査に関わってなん

ですが、この項目の修正というのはどこまで出来るのかわからないんですけ

ど、たとえば、去年の評価書の中に寝た子を起こすな的な考えが市民の中にあ

るという文言が含まれているんですけれども、そっとしておいたらなくなるの

かどうかということが、この調査票の中に聞く項目がないじゃないですか。と

いうところで、たとえば、その部落差別とかいろんな差別に対する解消への展

望も、なくならないと思っている人が多いのか、努力したら解決していけると

思っている人が多いのかとか、あるいは、その学習経験についても項目が抜け

落ちていると思うんです。これがどの段階にあるのかわからないんですけれど

も、そういったことも、また、まとめさせてもらって意見として出させていた

だけたらと思います。 
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人権課長 

 あと一点、ヘイトスピーチ解消法のことですが、部落差別解消法のことも、

障害者差別解消法についても含まれているんですけれども、そこだけ入ってい

ないじゃないですか。計画の中に。それだけお願いします。 

 

 原田さんが言われることはごもっともなので、これについては、文書で寄せ

ていただくということになります。したがって、いろいろ問題はあると思いま

すので、その足らないところは、３月２４日までにお出しいただきたいと思い

ます。 

  

 御意見はよくわかりましたので、御意見をいただきましたら反映できる部分

は、入れていきたいと思います。あとで御説明をさせていただきますけれども、

今のところは御意見として伺っておきたいと思います。反映できるものは反映

してまいります。 

 

 すみません。子どもの貧困対策推進法の関連部分が、私、しっかり見ていな

いんですが、見させていただいた中では弱いような気がするんです。その観点

で、また意見を出させていただきたいと思います。よろしくお願します。 

 それに関連するんですけれども、子ども医療なんですが、お金が戻ってくる

という制度なんです。窓口無料化がなされてない、全くなされてない県は６県

のみで、三重県は大変遅れています。鈴鹿市が来年度から一歩前に踏み出して

３歳未満は窓口無料化を図るということになっていますので、津市も是非頑張

ってほしいと思いますので、その点も御尽力をお願いします。 

 

 それを先導するのが県都津市かもしれませんけれど、津市も頑張ってやって

いただくということをお願いしておきましょう。 

 ほかにございませんか。それでは、こちらの青木さん。 

 

 冒頭の自己紹介の中で川口さんが言われたんですが、この推進及び計画の部

分が、何年か前のスタイルで来ているのと違うかなと。もっと言うなら、何が

言いたいかというと、たとえば部落差別解消法とか、あるいはヘイトスピーチ

解消法とか、障害者差別解消法といった法律がずっと出て来ている。そうした

ら、それぞれの分野において、国の動きとか、法律が制定された、その辺を踏

まえた形で施策を実施しますという、そこら辺を明記すべきではないかなと思

いますので、また検討してください。 

 

 そうですね。そういった御意見も文書で出してもらうと徹底できると思いま

す。佐藤さんどうぞ。 

 

 先ほど、原田委員からも御指摘のあったヘイトスピーチの件について、なぜ

計画に入っていないかということについて、この場で回答をいただけたらと思

うんですが。わざわざ法律の資料を三つ配っていただいて、一番上にヘイトス

ピーチがあるのにこの中に入っていないんだろうというのは、やっぱり何か理

由があるからだろうと思いますので、その辺のところをちょっと聞けるところ

は聞かせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

 そういう意図があったかどうかはわかりませんが、課長から一言お願いしま

す。 

 

 申し訳ございません。資料をお配りしたのに計画のほうに反映されていない 
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との御指摘ですが、実際、ヘイトスピーチについては私ども本市としての取り

組みとして、そういう法が出来ましたという周知のみに終わっているところが

あります。今後、こう取り組んでいきたいという明確な施策案を現在持ってい

ないところから計画に載せていない状況です。本来、この仕事は私ども人権課

の仕事になってきますので、御意見を真摯に受け止めまして取り組んでいきた

いと思います。 

 

 是非この場でということでしたので、一生懸命答えていただきましたが、真

摯に受け止めて努力したいとのことであります。御納得いただいたと思いま

す。それでは、最後に、６、その他です。事務局、何かございますか。どうぞ。 

 

 失礼します。熱心な御審議ありがとうございます。その他ですが、お手元に

お配りした資料の６、７、８の３部の関連でございます。それをご覧いただけ

ますでしょうか。先ほどの提案と大いに関係してきます。まず、平成１９年に

本市が実施いたしました、資料６の人権問題に関する市民意識調査の調査票、

また、資料７ですが、平成２８年に実施しました第５回市政アンケートの人権

に関する設問の抜粋とその調査結果、そして、平成２９年度に実施したいと考

えております人権問題に関する市民意識調査の調査票案でございます。 

 津市人権施策基本方針の策定のための基礎資料として、当初、平成１９年に

人権問題に関する市民意識調査を実施いたしました。それから１０年が経過す

る中、来年度、基本的に前回と同様の項目の調査を実施いたしまして、市民の

人権意識の現状と市民意識の変化を把握することで、今後の人権施策に反映し

ていきたいと考えています。 

 このことから、平成１９年実施の人権問題に関する市民意識調査の調査票を

基に、昨年実施しました第５回市政アンケートの調査項目が一部重複していま

すことから、重複部分を除いた項目を基本といたしまして来年度調査をしたい

と考えております。 

 この後御審議をいただきますが、設問数を増やすことは考えておりません。

設問の中について皆様の御意見をお伺いしたいと考えています。先ほど来か

ら、御意見をいただいておりますが、大いに関連しております。御意見がござ

いましたら、任意の様式で構いませんので、恐れ入りますが、年度は変わりま

すけれども、これは、４月１４日、金曜日までに人権課まで御提出をお願いし

たいと思います。この調査に伴う予算は、この３月定例会に上程しております

ことから、今は予定ではありますが、今後、このようなことを考えております

ので、御意見がございましたら、４月１４日までに御提出をお願いいたします。

以上でございます。 

 

 資料６から８までを中心に意識調査をすると。１９年と同じ形で行い、どう

いう変動があったか、それの見たいんだと思います。調査をする場合は、その

ようなことをやりますね。定点調査をやりますが、こういう変動があったかと

いうことを必ず見ます。それから新しい方向に向けてどのように訪ねていくか

ということがあります。その１９年というのは、総計の１０年計画があったと

きですね。それに合わせてできたと思うね。今度また変わるわけで、そこで同

じような調査をやるということですからね。それはこのとおりで結構だと思い

ます。従って、いろいろと御意見があると思いますけれども、伺いたいという

ことで、４月１４日、金曜日までにお願いすることになります。先ほどの場合

は、これは御意見をいただくのが３月２４日までということでしたので、３月

２４日までにまとめていただけるとよろしいですが、とにかく、それは４月１

４日、金曜日までにお願いをするということで御承知おきいただきたいと思い 
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ます。川口委員どうぞ。 

 

教育現場で子どもたちや保護者に対してアンケートを取ります。そのとき、

１０年だったら１０年前のアンケートをそのまま聞いて変化を調べるという

のと、もう一つ、１０年経つと随分世の中変わりますので、問題点を付け加え

ながら、アンケートを取り、新しく取ったアンケートが１０年後にどのように

変わるかという点も是非見てみたいなと思いますので、御検討のほうよろしく

お願いいたします。 

 

 おっしゃるとおりだと思いますので、一つそのことは念頭に置いてやってい

ただくということにしておきたいと思います。 

 ほかいかがでございますか。今の説明、調査についてでございましたけれど

も、何かございませんか。花粉症にかかっておりまして御迷惑をおかけいたし

ましたが、一応、与えられた議題はこれで終了するわけです。これまで参加を

していただいて御意見を出していただけなかった方、是非とも一言ずつでもお

話をいただきたいと思います。まず、辻岡さんいかがでございますか。何かご

ざいませんか。今までお聞きいただいて何でも構いません。 

 

 労働のほうからということで、代表で来させていただいておりますけれど

も、連合にもＯＢ会というのがございまして、実はＯＢ会の幹事会を先日やら

れているのを横で聞いていまして、昔の労働界というのは活発な方がいらっし

ゃいまして、依然とそういう意識で活動をされています。その中で一つお話が

出たのは、高齢者の孤独死です。通報するブザーも付けていただくという話で、

８０歳以上とか、税金を払わなくていい方とか、収入の低い方からこういう機

械を付けていくというお話が出ていました。ここにもちょうどこのことが書か

れていましたが、税金を払っている方を優先的に付けたほうがと私は個人的に

思うんですけれども、お話を聞くと高い機械だということございますので。 

また、空き家の問題も法的に変わってきていますし、高齢者介護もこれから大

変な時代になると思いますけれども、労働界もＯＢ会を含めていろんな取組を

しますが、なかなかそこまで踏み込んでいけませんので、ＯＢ会を組織してい

るメンバーは訪ねて行ったり、電話をかけたりしますけれども、それ以外の連

合に加入していない方が大半でございます。そこは、あの人最近顔を見ないけ

ど、行ったら亡くなっていたという話も出ます。何か私たちが子どもの時代は、

何軒か隣のおじいさんにほうきを持って追っかけられたりしたのですけれど

も、そういう世の中ではないのかなと思って、ものすごく殺伐とした淋しい気

持ちになりましたので、機械を含めていろんな提案を我々もさせていただきま

すが、市の側からもいろんな施策をいただきたいと思います。 

 

 ここでの議論も持ち帰ってもらって、会議をしてもらうというようなことが

できると思いますね。その次は、谷口さん。今日は何もしゃべってもらってい

ませんね。はい、どうぞ。 

 

 すみません。また、担当をさせていただくということでよろしくお願いいた

します。毎回、担当をさせていただきながら思うことなんですけれど、本当に

こちらからそれぞれの事業に対して質問や提言を返すかということがすごく

大事なんだなと実感しています。それぞれ先ほど川口委員もおっしゃたんです

けれど、回答自体が昨年と同じものをコピーしたような内容で返ってくること

がよくあるんですけれど、それに対して、こちらが質問なりを戻すことで行わ

れている事業が明確になったりとか、そういうことがありますので、また、そ
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れぞれの担当者が人権施策審議会委員の人が見ているんだという実感にもつ

ながることで、そういう意味では私もそのあたりは怠慢だったんですけれど、

是非そこのところを意識して進めていきたいと思いますので、皆さんよろしく

お願いいたします。 

 

 それでは、次に武田さんよろしくお願いいたします。 

 

 私どもは、三重県の人権擁護委員連合会と連携、協力して、各種人権相談と

か人権啓発活動、人権救済活動を行っています。中立公正な立場で行っていま

す。こういった皆様と連携、協力できることがあれば努力しながら行っていき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 どうぞよろしく頼みます。それでは、炭谷さんどうぞ。 

 

 私も詳しい専門家ではございませんので、よくわからないことがよくあるん

ですが、新聞その他を見てみますと、最近は、特に障がい者差別解消法が昨年

の４月に新設されたと。それに伴いまして、障がい者と言えばどちらかと言え

ば、見える方をクローズアップする。どちらかと言えば、実際は見えない。い

わゆる体内に障がいを持った方、見た目には全くわからない。そういうことに

対して、最近はヘルプマークとかそういった文言を聞いていますが、津市とし

てはそういったことも良く含めてですね。どう取り上げていくのかなと非常に

興味のあるところで、是非、そういった観点も入れていただければと思ってい

ます。 

 

 はい、ありがとうございました。 

それでは、新開さん。 

 

 学識経験者とまでは至らないのですが、いろいろな先輩の方々の、経験のあ

る方々の意見をお聞きして、また、人権課からの法が制定されたといった資料

を見ながら、なんと私は知らないことが多いんだろうと実感しています。いろ

んな分野を知ろうとしたとき、自分なりに勉強をしなくてはいけないんですけ

れども、身近にみえる先生方にいろいろと教えていただきたいと思います。 

 

 堀川さん、具体的な問題など、何かございますか。 

 

 具体的な問題はありませんけれども、私も７年目になります。正直言って、

自分自身の考え方がマンネリになっていないかと。ただ単に新しい意欲を持っ

て新年度の問題に向かえるかと自問自答しておりますけれども、よろしく皆さ

んのご叱正を賜りたいと思います。 

 

 はい、佐藤さんどうぞ。 

 

 一つお尋ねしたいんですが、資料１と資料４の最終ページの名簿、二つある

んですが、比較していただきたいと思うんです。今までは、皆さんあいうえお

順に学識経験者も公募委員も同じ土俵で名簿を作っていただいていました。今

回から、なぜこういう形に変えたのか。笑い事じゃないんです。私たち男女混

合名簿で闘ってきました。こういう並べ方をされますと、公募委員は、二流、

つけ足し、そういう印象を持ってしまします。書かれたほうからすると。なぜ、

こういう名簿の書き方に変えたのかということを御説明願いたいと思います。
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以上です。 

 

 申し訳ございませんでした。配慮が足らなかったところは確かにあります。

評価書の最後の形が一番いいとは思いましたけれども、資料１のような名簿を

付けさせていただきましたのは、それぞれの所属がわかるようにと配慮したも

のです。逆に、そのようなお考えもあるということを知り、こちらの配慮が足

らなかったということで、お詫び申し上げたいと思います。 

 

 おっしゃるとおりで、最後で、つけ足しになったような感じで、我々からす

ると、一番意見をいただき、活発に発言もしていただくという方々が集まって

いただいていると。上のほうは形式的にと受け取れるということもありますの

で、私は佐藤さんと逆に上のほうに書いてもらっているけれども、そんなにい

い気持ちはしません。だから、あいうえお順といった形で並べていただくとい

いと思います。今日は、委員を選ぶことから便利なように書かれたのだと思い

ます。そういった配慮も必要だと思います。これは事務局によろしくお願いを

しておきたいと思います。 

 与えられた時間はこれくらいだと思いますので、進行を事務局のほうへお返

ししたいと思います。 

 

 会長、議事運営ありがとうございました。委員の皆様、長時間にわたりまし

て、ありがとうございました。 

若干、連絡事項がございます。 

先ほどから御説明をさせていただき、重複する部分もございますが、５月上

旬には、関係各課から報告がありました平成２８年度の進捗状況報告書を皆様

にお送りしますので、質問書及び提言書を返送していただきますようお願いし

ます。 

評価検討委員の方々につきましては、各委員から出されました質問事項に対

しまして、関係各課の回答が提出された後にお集まりいただきたいと思います

のでよろしくお願いしたいと思います。 

なお、次回の審議会の日程は、評価検討委員の方々が平成２８年度の津市人

権施策推進計画事務事業進捗状況評価書の案を作成していただいた後になり

ますので、よろしくお願いいたします。 

 最後に、南人権担当理事が御礼の御挨拶を申し上げます。 

 

皆様、長時間、御審議をいただきましてどうもありがとうございました。 

昨年１２月には、部落差別解消推進法が公布・施行され、部落差別の解消に

向けた取組が、国及び地方公共団体の責務として法に明確に記されております

ことから、本市におきましても、国・県と調整を図りながら、法の趣旨を周知

するとともに取組を進めてまいりたいと思います。 

また、先ほど提案させていただきましたが、本市の人権施策を市民の人権意

識の観点から今一度再検証し、今後の人権施策に反映させていきたいとの思い

から、新年度には、人権問題に関する市民意識調査の実施を予定しております。 

先ほども議題の中で御審議をいただきましたが、まだ案でございますので、

しっかりと施策に反映できるようなアンケートを取っていきたいと思います

ので、委員の皆様にも意見をよろしくお願いしたいと思います。 

今後も、人権が尊重される津市をつくる条例及び津市人権施策推進計画に基

づき、一人ひとりの個性を認め合い、人権が尊重される明るく住みよいまちづ

くりを進めてまいりますので、委員の皆様にもお力をお貸しいただきますよう

よろしくお願いいたします。本日はどうもありがとうございました。 



17 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

 駐車券等の処理や支払い書類の提出が、お済みでない方は、お帰りの前にこ

ちらにお寄りいただきたいと思います。 

本日はどうもありがとうございました。 

 

 


